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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 2025年３月期第１四半期 256,928 2.4 7,657 △0.4 9,868 △12.0 6,540 △1.7

 2024年３月期第１四半期 250,922 7.9 7,685 △2.3 11,213 △7.9 6,652 △13.3

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 14,733百万円（45.3％） 2024年３月期第１四半期 10,141百万円（△34.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

 2025年３月期第１四半期 129.86 －

 2024年３月期第１四半期 131.87 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

 2025年３月期第１四半期 708,154 256,507 30.8

 2024年３月期 671,801 245,480 30.8

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 217,816百万円 2024年３月期 207,128百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
 2024年３月期 － 35.00 － 50.00 85.00
 2025年３月期 －
 2025年３月期（予想） 50.00 － 50.00 100.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,050,000 1.9 30,000 13.1 32,000 2.9 22,000 5.5 436.80

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）  2025年３月期１Ｑ 50,578,837株  2024年３月期 50,578,837株

②  期末自己株式数  2025年３月期１Ｑ 212,540株  2024年３月期 215,068株

③  期中平均株式数（四半期累計）  2025年３月期１Ｑ 50,365,820株  2024年３月期１Ｑ 50,450,450株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、〔添付資料〕Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、〔添付資料〕Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ）」及び従業員に対する株式給

付制度「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」を導入しております。期末自己株式数には、株式給付信託（ＢＢ

Ｔ及びＪ－ＥＳＯＰ）の保有する当社株式（2025年３月期１Ｑ　171,076株、2024年３月期　174,076株）が

含まれております。また、当該信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株

式に含めております。（2025年３月期１Ｑ　171,855株、2024年３月期１Ｑ　89,476株）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有(任意)

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手している情

報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ

ん。また、実際の業績等は世界経済・競合状況・為替・金利の変動等にかかわるリスク等の様々な要因により大きく

異なる可能性があります。

  なお、業績予想に関する事項は、〔添付資料〕Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するなか、各種政策の効果もあり、景

気は緩やかな回復傾向となりました。

  一方、不安定な世界情勢、世界的な金融引き締めの影響に伴う海外経済の下振れリスク等が懸念され、先行き不

透明な状況が続いております。

  このような状況のもと、当社グループにおいては、中期経営計画「海といのちの未来をつくる ＭＮＶ 2024」の

最終年度を迎え、長期経営ビジョンの実現に向けて、引き続き「経営戦略とサステナビリティの統合」「価値創造

経営の実践」「持続的成長のための経営基盤強化」に取り組んでまいりました。

（長期経営ビジョン）

  ①事業活動を通じた経済価値、社会価値、環境価値の創造により、持続可能な地球・社会づくりに貢献する

  ②総合食品企業として、グローバルに「マルハニチロブランド」の提供価値を高め、お客様の健康価値創造に貢

献する

  ③水産資源調達力と食品加工技術力に基づく持続可能なバリューチェーンを強化し、企業価値の最大化を実現す

る

  その結果、売上高は256,928百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は7,657百万円（前年同期比0.4％減)、経

常利益は9,868百万円（前年同期比12.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,540百万円（前年同期比

1.7％減）となりました。

  各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

　なお、従来、報告セグメントについては、「水産資源」、「加工食品」、「食材流通」及び「物流」の４つを報

告セグメントとしておりましたが、同種の事業を同じ視点で評価できる組織体系を構築し、バリューチェーンの強

化を図るため、当第１四半期連結会計期間より、「水産資源」、「食材流通」及び「加工食品」の３区分に変更し

ており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で

比較しております。

水産資源事業

  水産資源事業は、国内外で漁業を行う漁業ユニット、国内において主にブリ、カンパチ、マグロの養殖を行う養

殖ユニット、北米・欧州を事業拠点とし、北米の豊富な水産資源を背景とした水産物の加工・販売を展開する北米

ユニットから構成され、国内外の市場動向を注視しながら、収益の確保に努めました。

  漁業ユニットは、日本近海のクロマグロの魚価下落も、ニュージーランド事業のイカ、アジの漁獲増及びカツオ

の漁獲増により増収、損益改善となりました。

  養殖ユニットは、ブリ・カンパチの販売数量減及び餌料費等の高騰に伴う原価上昇等により減収減益となりまし

た。

  北米ユニットは、北米では真鱈製品などの販売数量増により増収も、主力のスケソウダラのすりみ・フィレの相

場が引き続き軟調な展開が続き、利益率の低下により減益となりました。欧州では高利益商材の販売に注力したこ

と、数量の拡販を図ったことにより増収増益となり、全体では増収減益となりました。

  以上の結果、水産資源事業の売上高は54,841百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は59百万円（前年同期比

92.9％減）となりました。

食材流通事業

  食材流通事業は、国内外にわたり水産物の調達・市場流通も含む販売ネットワークを持つ水産商事ユニット、多

様な業態に対して水産商材や業務用商材の製造・販売を行う食材流通ユニット、国内外の畜産物及び農産物を取り

扱う農畜産ユニットから構成され、グループにおける原料調達力、商品開発力、加工技術力を結集して業態ニーズ

にお応えする商品を提案し、収益の確保に努めました。

　水産商事ユニットは、昨年度苦戦した冷凍マグロの市況は回復傾向にあるものの、その他魚種の円安に伴うコス

ト上昇や一部魚種の取扱数量減により減収減益となりました。

  食材流通ユニットは、グループ内の連携を強化し、市場の変化に合わせた業態ニーズを把握し販路拡大に努めた

ことにより増収となりました。一方で、業務効率の改善及び工場の生産性向上に努めましたが、円安の進行・原材

料価格の上昇等によるコストの増加を補うことができず、減益となりました。

  農畜産ユニットは、欧州からの輸入豚肉取扱減により減収も、円安進行等によるコスト上昇分を売価へ反映し増

益となりました。

  以上の結果、食材流通事業の売上高は155,072百万円（前年同期比0.9％減）、営業利益は3,798百万円（前年同

期比10.4％減）となりました。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,050,000 30,000 32,000 19,000 377.26

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,050,000 30,000 32,000 22,000 436.80

増  減  額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 3,000 －

増  減  率（　％　） 0.0 0.0 0.0 15.8 －

（参考）前期連結実績

（ 2 0 2 4 年 ３ 月 期 ）
1,030,674 26,534 31,106 20,853 413.61

加工食品事業

  加工食品事業は、国内外において家庭用冷凍食品・缶詰・フィッシュソーセージ・ちくわ・デザート・調味料・

フリーズドライ製品・ペットフード等の製造・販売を行う加工食品ユニット、化成品の製造・販売を行うファイン

ケミカルユニットから構成され、お客様のニーズにお応えする商品の開発・製造・販売を通じて収益の確保に努め

ました。

  加工食品ユニットは、価格改定の実施や広告宣伝の強化が売上に寄与したこと及びタイのペットフード事業の主

に北米向け販売好調により増収増益となりました。

  ファインケミカルユニットは、ＤＨＡ・ＥＰＡ及びプロタミン、医薬用コンドロイチン等の販売が好調に推移し

増収増益となりました。

  以上の結果、加工食品事業の売上高は42,041百万円（前年同期比12.3％増）、営業利益は3,307百万円（前年同

期比45.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は708,154百万円となり、前連結会計年度末に比べ36,352百万円増加いた

しました。これは、主として棚卸資産及び売上債権の増加によるものであります。

負債は451,647百万円となり、前連結会計年度末に比べ25,325百万円増加いたしました。これは、主として有利

子負債及び仕入債務の増加によるものであります。

非支配株主持分を含めた純資産は256,507百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,026百万円増加いたしまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  2024年５月７日に公表いたしました2025年３月期通期連結業績予想につき、当第１四半期連結累計期間の業績を

勘案し、下記の通り修正いたします。詳細につきましては、本日（2024年８月５日）公表いたしました「業績予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

（2025年３月期通期連結業績予想数値の修正）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,944 35,458

受取手形、売掛金及び契約資産 138,418 150,895

棚卸資産 215,333 232,299

その他 13,688 14,535

貸倒引当金 △400 △416

流動資産合計 404,985 432,772

固定資産

有形固定資産

土地 42,189 42,108

その他（純額） 110,030 112,287

有形固定資産合計 152,220 154,395

無形固定資産

のれん 7,529 7,322

その他 24,529 25,164

無形固定資産合計 32,059 32,487

投資その他の資産

投資その他の資産 84,031 89,984

貸倒引当金 △1,494 △1,485

投資その他の資産合計 82,537 88,499

固定資産合計 266,816 275,381

資産合計 671,801 708,154

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 43,734 52,878

短期借入金 167,509 162,182

引当金 2,096 2,427

その他 59,628 57,056

流動負債合計 272,969 274,545

固定負債

社債 18,000 33,000

長期借入金 98,841 106,760

退職給付に係る負債 21,761 22,600

引当金 319 364

その他 14,429 14,376

固定負債合計 153,352 177,101

負債合計 426,321 451,647

純資産の部

株主資本

資本金 20,000 20,000

資本剰余金 36,313 36,312

利益剰余金 123,113 127,126

自己株式 △556 △549

株主資本合計 178,870 182,890

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,534 17,834

為替換算調整勘定 13,625 17,041

退職給付に係る調整累計額 98 50

その他の包括利益累計額合計 28,258 34,926

非支配株主持分 38,351 38,690

純資産合計 245,480 256,507

負債純資産合計 671,801 708,154

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自  2023年４月１日
  至  2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2024年４月１日

  至  2024年６月30日)

売上高 250,922 256,928

売上原価 216,862 221,270

売上総利益 34,060 35,657

販売費及び一般管理費 26,374 28,000

営業利益 7,685 7,657

営業外収益

受取配当金 680 985

為替差益 1,628 1,099

持分法による投資利益 989 332

雑収入 1,056 947

営業外収益合計 4,355 3,364

営業外費用

支払利息 691 948

雑支出 135 206

営業外費用合計 826 1,154

経常利益 11,213 9,868

特別利益

固定資産売却益 5 91

その他 59 1

特別利益合計 64 92

特別損失

固定資産処分損 51 68

投資有価証券評価損 365 －

損害賠償損失引当金繰入額 － 37

その他 173 16

特別損失合計 590 122

税金等調整前四半期純利益 10,688 9,838

法人税等 3,483 2,271

四半期純利益 7,204 7,566

非支配株主に帰属する四半期純利益 551 1,026

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,652 6,540

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自  2023年４月１日
  至  2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2024年４月１日

  至  2024年６月30日)

四半期純利益 7,204 7,566

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,139 3,300

為替換算調整勘定 1,631 3,010

退職給付に係る調整額 △19 △48

持分法適用会社に対する持分相当額 185 903

その他の包括利益合計 2,937 7,166

四半期包括利益 10,141 14,733

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,918 13,208

非支配株主に係る四半期包括利益 1,222 1,524

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

    該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

  一部の連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日　以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日　以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」等の適用）

　「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第46号　

2024年３月22日）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間においては、当該実務対応報告第７項の定めを適用しているため、グローバ

ル・ミニマム課税制度に係る法人税等を計上しておりません。

　前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

　　至  2023年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年６月30日）

減価償却費 3,888百万円 4,158百万円

のれんの償却額 410 406

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

水産資源 食材流通 加工食品 計

売上高

外部顧客への売上高 52,334 156,408 37,421 246,164 4,757 250,922 － 250,922

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,403 4,745 3,557 14,706 2,049 16,755 △16,755 －

 計 58,737 161,154 40,979 260,871 6,806 267,678 △16,755 250,922

セグメント利益 847 4,237 2,269 7,354 842 8,196 △511 7,685

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

水産資源 食材流通 加工食品 計

売上高

外部顧客への売上高 54,841 155,072 42,041 251,955 4,973 256,928 － 256,928

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,582 4,066 3,258 12,907 2,166 15,073 △15,073 －

 計 60,424 159,138 45,299 264,862 7,139 272,002 △15,073 256,928

セグメント利益 59 3,798 3,307 7,165 1,150 8,315 △658 7,657

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業及び不動産事業等を含

んでおります。

        ２．セグメント利益の調整額△511百万円には、セグメント間取引消去△83百万円及び全社費用配賦差額△427百

万円が含まれております。

        ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業及び不動産事業等を含

んでおります。

        ２．セグメント利益の調整額△658百万円には、セグメント間取引消去102百万円及び全社費用配賦差額△760百

万円が含まれております。

        ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメント変更等に関する事項

（報告セグメントの区分変更）

　従来、報告セグメントについては、「水産資源」、「加工食品」、「食材流通」及び「物流」の４つを報告

セグメントとしておりましたが、同種の事業を同じ視点で評価できる組織体系を構築し、バリューチェーンの

強化を図るため、当第１四半期連結会計期間より、「水産資源」、「食材流通」及び「加工食品」の３区分に

変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分に基づき作成したものを開

示しております。
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（重要な後発事象）

　　　（投資有価証券の売却）

　当社は、2024年７月９日開催の取締役会において、当社が保有する株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングスの普

通株式1,175,800株について、ＳＧホールディングス株式会社が実施する株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングスの

普通株式に対する公開買付け（以下「本公開買付け」という。）に応募することを決議いたしました。本公開買

付けは2024年７月12日に終了し、当社の応募株式の全てが買付けられました。

　当該事象により、当社の2025年３月期第２四半期決算において、投資有価証券売却益6,099百万円を特別利益と

して計上する見込みであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月５日

マルハニチロ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 御 厨　健 太 郎

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 佐 藤　太 基

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 西 本　弘

監査人の結論

  当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているマルハニチロ株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

  当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

  経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

  四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

  監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１. 上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及びHTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

  監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

  監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

  監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

  監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

  会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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